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保護者各位  

沼津市教育委員会 

 

Chromebookを活用した教育活動における個人情報の取扱いについて 

 

平素より、沼津市の教育活動に御理解御協力いただきありがとうございます。  

さて、沼津市では、国のGIGAスクール構想に基づいて、令和３年２月から「沼津市学校教育にお

けるICT活用方針(N-GIGA）」を策定し、「１人１台端末(Chromebook)」をはじめとする小中学校の

ICT環境を整備しております。  

整備以来、個人情報個人情報の取扱い等については、「沼津市個人情報の保護に関する法律施行

条例」において準拠おりましたが、文部科学省から「教育データの利活用に係る留意事項（第１

版）」が公表されたことを受け、ICT を活用した教育活動時の個人情報の取扱いについて改めて整

理をし、お伝えする運びとなりました。つきましては、１人１台端末を運用する際に扱う個人情報

について、以下の内容を御確認ください。 

 

１ ICT を活用した教育活動時の個人情報の扱いについて  

(1) 沼津市では、全小中学校で学習活動の支援ツールとして、学校における教育活動及び家庭学

習等において教育クラウド及びクラウド型デジタル教材を活用してまいります。  

(2) 全校共通で導入する教育クラウド及びクラウド型デジタル教材のアカウントは、小学校から

中学校への進学や市内間での転校等に円滑に対応するため、教育委員会と学校が連携をして

アカウントの管理を行います。なお、アカウントにつきましては、私立学校や市外の学校へ

の進学や転校、中学校を卒業した際には停止し、半年間保持したのち削除いたします。  

(3) 教育クラウド及びクラウド型デジタル教材活用によるトラブル防止のため、提供されるアカ

ウントについては、アクセス履歴を記録するとともに、児童生徒が学習以外の目的で利用し

た疑いがある場合は、学校からの要請により教育委員会が操作履歴等の確認を行います。  

(4) 利用する教育クラウド及びクラウド型デジタル教材における個人情報の取扱いは、教育活動

上必要な範囲での利用とし、秘匿性の高い家庭環境、病歴等は取扱いません。  

(5) 学習内容の質を向上させるため、特定の個人を識別することができないようデータを加工し、

学習履歴を基に統計データを作成し、学習活動に活用する場合があります。  

(6)ビデオ会議システムや動画配信サービスの限定配信等を利用して、課外授業および家庭に向

けての授業のライブ配信などに活用する場合があります。 

 

２ 扱う個人情報について  

・ 児童生徒の氏名（フリガナ含む） メールアドレス アカウント 

・ 所属学校及び学年、学級、出席番号  

・ 映像、音声、画像データ（学習活動で撮影した写真やビデオ会議システムなど）  

・ 教育クラウド及びクラウド型デジタル教材を使用するために発行した ID 及び電子メールア

ドレス  

・ 児童生徒の学習履歴（児童生徒が学習の過程で保存したもの） 

・ 児童生徒の操作履歴（提供した教育クラウド及びクラウド型デジタル教材【端末含む】のみ） 


